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基礎と臨床の架け橋となる注目の一冊

著 菅原 明喜
　欠損補綴としてインプラント治療が一般的になりつつある現在、治療
やメインテナンスの対象は歯だけでなく骨にまで広がってきています。
インプラントや骨補填材などの各種生体材料に対して実際の生体がどの
ように反応し、治癒に至っていくのかを正確に理解することは、これか
らの臨床において大きなアドバンテージになることは間違いありません。
　本書は歯科医師だけでなく歯科衛生士にも知っていてほしい歯と骨に
関する基礎知識が満載の一冊です。


